
河口湖移動教室
令和４年５月１４日
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１ 目的

1.世界文化遺産である富士山の文化や自
然に親しみ、野外活動を通して協力す
る心、体力を養う。

2.自ら考えて行動し、集団生活を通して
役割意識と責任感を育み、主体的に運
営する。

3.きまりを守り、相互に理解・尊重し合
い友情を深めるとともに、自分の健康
に注意し、自他の安全を保つ。
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２ 期日・目的地

1.期日

令和４年５月２５日（水）

～２６日（木）

2.目的地

河口湖、富士山周辺
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３ 宿泊地

河口湖林間学園
〒４０１－０３０５

山梨県南都留郡河口湖大石字湖中２５８５

ＴＥＬ ０５５５－７６－７７００

ＦＡＸ ０５５５－７６－６３９８
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４ 引率者

校長（桝田）

第一学年（水口、荒井、岡崎、
渡邊、仲田、小林）

養護教諭（荒木）

包括支援員（越石）

看護師
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５ 費用（予算）

項目 内訳 支出金額

賄費 １泊３食 １２００

飯盒炊飯 ほうとう鍋 １５００

体験学習 定規つくり ６００

食費（２日目昼） 飲み物 １３０

味噌汁 ２００

写真代 ２枚・卒業アルバム含む １２００

旅行保険 個人賠償（コロナ対応有） ２２５

雨天見学代 美術館・オルゴール館・水族館 １４２０

合計 ６４７５
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６ 服装

１日目

私服（長袖・長ズボン）

＊ カジュアルデーに準じる

宿舎内

動きやすい私服（パジャマとは分ける）

２日目（オリエンテーリング）

駒沢中（ジャージ上下）

靴

屋外：運動靴 屋内：上履き
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７ 持ち物（リュック）

＊ 必ず両肩で背負えるもの

水筒 雨具
（カッパ）

折り畳み傘 ハンカチ

ティッシュ 筆記用具 しおり ビニール袋

タオル２枚 体温計 常備薬 帽子

軍手
（滑り止めのないもの）

防寒着
（雨具と同じでもよい）

マスク
（多めに）

腕時計
（班で１つ）

タブレット
（班で１つ）
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８ 持ち物（大型バッグ）

下着・靴下（長いもの）
（２日分）

パジャマ 上履き

洗面用具 洗濯ばさみ バスタオル ビニール袋

運動しやすい私服
（入浴後に着用）

駒中ジャージ
（２日目の服）

係で必要なもの
（エプロン・タブレットの充電器など）
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９ 持ってきてよいもの

〇カードゲーム（みんなでできるもの）

〇ドライヤー（部屋に一つ）

〇目覚まし時計

＊自分たちで起床します。

10



１０ 持ってきてはいけないもの

○上記以外の物

（学校のきまりに準ずる）

○電子機器（携帯、音楽プレーヤー、
ゲーム）類、飲食物、懐中電灯、マン
ガ・雑誌・本等、化粧品類、ヘアアイロ
ン、カメラ等は持ってこない。
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１１ お小遣い

３０００円以内

＊チャック付きのポーチでも可

＊宿舎についたら集めます
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１２ 行程（１日目）

1.河口湖フィールドセンター

1.飯盒炊飯（ほうとう鍋）

2.フィールドワーク

3.クラフト体験

2.夜（レクリエーション）
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飯ごう炊飯
（ほうとう） クラフト体験

フィールド
ワーク
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軍手・帽子
着用
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クラフト体験18



１３ 行程（２日目）

1.緑の休暇村

1.オリエンテーリング

2.鳴沢氷穴見学

3.紅葉台ドライブイン（昼食）

4.お土産購入

2.学校着
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１４ 雨天時の日程

1.１日目

1.雨天…決行

2.２日目

1.雨天…決行

2.荒天…午前 富士湧水の里水族館（￥１７０）

午後 河口湖美術館（￥４５０）

河口湖音楽と森の美術館（￥８００）
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１７ アレルギー対応について

学校でアレルギー対応をしてい
る生徒が対象です。

養護教諭と献立等の確認をして
います。

その他心配事がある場合は、ご
相談ください。

窓口は養護教諭（荒木）です。
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１８ 感染症対策

屋内では、マスクの着用（原則）

バス乗車、施設入場前に手指の消毒

入浴・洗面等は少人数

寝具の向きを互い違いにする

食事は、感染症対策に基づき向きを
合わせる

など
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１９ 保険について

1.移動教室中の死亡・後遺障害、入院見舞い
費用、賠償責任、救援者費用が支払われま
す。

2.入院見舞い費用は入院する期間により異な
ります。

3.救援者は捜索・救助等費用は３０万円、救
援交通費は２名まで１往復分の実費かつ３
０万円が限度額となり、救援者全体の支払
いは１人につき３０万円が限度となります。

4.入院と通院の保障はありません。
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１９ 保険について

1. 賠償事故の場合、故意でない場合のみ保険
金が支払われます。

例１）お風呂場で滑って出入口の扉を壊して

修理代金を請求された。

例２）枕投げをしていて蛍光灯を割ってしま

った。

例３）駐車場の車のドアミラーを割ってしま

った。
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